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それではご覧ください
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「自己調整学習」とは？

自己調整学習の3つの心理的側面

Zimmerman（1989）のよれば，「自己調整学習」に
ついて「メタ認知，動機づけ，行動において，自らの学
習過程に能動的に関与して進められる学習のこと」

自己調整学習は，複雑な心理的メカニズムを内包し
ており，特に，メタ認知，自律的な動機づけ，積極的な
行動という心理的側面での調整が不可欠
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「自己調整学習」とは？

自己調整学習の循環的，螺旋的なサイクル

自己調整学習は，「予見」「遂行／意思コントロール」
「自己省察」の３つの段階からなる。

そして，循環的かつ螺旋的なサイクルをなして進行
する（e.g., Zimmerman & Schunk, 2001, 2011）。

→ 現場でいう「見通し」と「振り返り」

＜出典＞
Zimmerman, B. J., & Schunk, D. H. (Eds.) (2001). Self-regulated learning 
and academic achievement: Theoretical perspectives. Mahwah: Lawrence 
Erlbaum Associates （塚野州一（編訳）2006  自己調整学習の理論 北大路書房）

Zimmerman, B. J., & Schunk, D. H. (Eds.) (2011). Handbook of self-
regulation of learning and performance. New York: Routledge 
（塚野州一・伊藤崇達（監訳）2014 自己調整学習ハンドブック 北大路書房）



教室で「学びあい」が成立するには……

→ 主体的に学ぶとともに，他者の主体的な
学びをも支えられるかが大切

「社会的に共有された学習の調整」

Socially Shared Regulation of Learning; 
SSRL（e.g., Hadwin, Järvelä, & Miller, 2011）

「プランニング，モニタリング，評価」といった学びを
支える諸機能が，他者と共有されつつ，展開するプロ
セス

＜出典＞ Hadwin, A. F., Järvelä, S., & Miller, M. (2011). Self-regulated, co-regulated, and 

socially shared regulation of learning. In B. J. Zimmerman & D. H. Schunk (Eds.), Handbook 
of self-regulation of learning and performance. New York: Routledge.



共調整と社会的に共有された調整のイメージ



「共調整」とは

共調整（Co-regulation）とは，主に二者関
係においてなされる調整のプロセスのこと

お互いに調整を支えあいながら学びに向
かうもので，社会的に共有された調整へと
移行するプロセス

＜出典＞ Winne, P. H., & Hadwin, A. F. (2008). The weave of motivation and 
self-regulated learning. In D. H. Schunk & B. J. Zimmerman (Eds.), Motivation 
and self-regulated learning: Theory, research, and applications (pp. 297–314). 
Mahwah: Lawrence Erlbaum Associates.



「社会的に共有された調整」とは

社会的に共有された調整（SSRL）とは，グ
ループのメンバーとの相互作用を通して，メ
タ認知的なモニタリングやコントロールなど
の調整機能が，グループ全体として共有さ
れている状態

いわば，チームとして，同じ目標に向かっ
て動機づけられ，いかに学ぶかということ
も，共有される

＜出典＞ Winne, P. H., & Hadwin, A. F. (2008). The weave of motivation and 
self-regulated learning. In D. H. Schunk & B. J. Zimmerman (Eds.), Motivation 
and self-regulated learning: Theory, research, and applications (pp. 297–314). 
Mahwah: Lawrence Erlbaum Associates.



「調整」を捉えることの難しさ

個別に進められる学習のみならず，協働
学習でなされるコミュニケーションにお
いても，クラスメートと共有して自己調整
する機能が学びの深まりを支えている。

コミュニケーションに適切に働きかけて
いくことで，すべての子どもたちが自ら
学びに向かおうとする共同体の実現につ
ながっていくのでは……
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